
「くぼたまさと 親子工作教室と講演会」事業実施要項 

 

１ 趣 旨  ものづくり体験では、その活動自体の楽しさを感じながら、自由な発想と創造する力を高め、最

後までやり通す責任感・忍耐力等を養うことができます。しかし、コロナ禍で子どもたちのクラフ

ト製作体験を含むものづくり体験が激減していて、子どもの時期に体験させておきたいことが不十

分となっていることを危惧しています。 

そこで、感染拡大予防に十分留意しながら、親子でものづくり体験のよさを知り、体験ができる

「くぼたまさと親子工作教室と講演会」を実施します。 

親子でものづくり体験を一緒に実施し、子どもの得意なことを認めたり、仕事や職業について話

し合ったりすることで、子どもの特長を見つけ出し、将来の仕事や職業に対して意識を高め、また、

親が講師のものづくり活動に関わってきた経緯の講話を聴くことを通して、親自身や子どものキャ

リア形成について考える機会とします。 

 

２ 主 催   独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立信州高遠青少年自然の家 

 

３ 期 日   令和５年４月 15日(土)、16日（日） 

 

４ 対象及び人数 「くぼたまさと親子工作教室」 小学生と親 15組（１泊２日） 

         「くぼたまさと講演会」 大人 30名（１泊２日または日帰り） 

※クラウドファンディング「コロナ禍で失われた『ものづくり体験』を取り戻す！」の寄附

者のリターンとしての参加の方は優先されます。 

 

５ 会 場   国立信州高遠青少年自然の家 研修室 他 

 

６ プログラム 

 

 

 

 

 

 

※「くぼたまさと講演会」は、親は講演会参加、子どもはクラフト体験参加となります。 

 

７ 参加費   幼児 1,700円 小学生 2,000円 中学生以上 2,100円 

（シーツ等洗濯料、夕食代（特別食）、朝食代） 

「くぼたまさと講演会」のみの参加者 500円 

 

８ 持ち物   □工作教室参加に適した服装  □雨具  □軍手  □帽子  □防寒着 

        □懐中電灯  □健康保険証  □マスク  □筆記用具  □常備薬等 

□洗面用具（タオル・ハブラシ・ドライヤーはありません） 

□牛乳パック（参加人数分） ハサミ 油性カラーペンまたはクレヨン 

 ※ハサミ、油性カラーペン等は施設でも用意します。 



  

９ 申し込み  ・右記 QRコードからお申し込みください。 

申し込み締め切りは３月 22日（水）とします。 

        ・応募者多数の場合は、申込締め切り後、抽選によって参加者を 

決定します。参加決定された方については、後日参加案内書をお送りします。 

 

10 交通案内 

 【自家用車利用】 関東方面：中央道諏訪 IC→国道 152号線（約 40分）→自然の家 

          関西方面：中央道伊那 IC→国道 153・361・152号線（約 50分）→自然の家 

 【鉄道利用】   JR中央本線 茅野駅下車  JR飯田線 伊那市駅下車 

          ※JR利用の方は、所へのバス送迎も可能です。ご相談ください。 

 

11 新型コロナウイルス感染症防止のガイドラインについて 

    当施設では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため「利用のガイドライン」を策定し、ガイドライン

に準じて事業を運営しております。また、国や県からの通達に応じて対応しますので、ホームページにて

必ずご確認ください。 

 

12 個人情報保護について 

    ご記入いただいた個人情報は「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理

に関する規定」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務にのみ使用し、法令等に定める場合を除

いて第三者に開示することはありません。 

    本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等に著作物を、当機構の広報等に使用する目的

で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアサービスを含む）等に掲載することがありま

す。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物やインターネット（以下、「印刷物等」）に記事・写真を掲

載することもあります。 

    また、本事業はクラウドファンディングの返礼として YouTube動画配信を予定していると共に、本施設

等の広報として広く使用する予定です。事業に参加している様子や、参加しての感想をインタビューさせ

ていただくこともありますのでご了承ください。 

    なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人（又は保護者）から削除依

頼を受けた場合は速やかに削除します。ただし、機構発行の印刷物並びに機構以外の者が発行・運営する

印刷物等については対応できかねます。 

 

13 問い合わせ先 

   独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立信州高遠青少年自然の家 

    担 当   次長 林 尚之   事業推進係長 小松 真 

       住 所   〒396-0301  長野県伊那市高遠町藤沢 6877-11 

    電 話   0256-96-2525（代表）   ＦＡＸ 0265-96-2151 

       Ｈ Ｐ   https://takato.niye.go.jp   E-mail  takato@niye.go.jp 

https://takato.niye.go.jp/

